平成２３年５月１０日

武豊町議会議長殿
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 発議者　武豊町議会議員　梶田　稔

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 発議者　武豊町議会議員　梶田　進

議案第３０号「平成２３年度武豊町一般会計補正予算（第１号）」
に対する組み替え動議

　ただ今上程されている議案第３０号「平成２３年度武豊町一般会計補正予算（第１号）」について、下記のとおり、組み替えるよう動議を提出する。
記

　組み替え案

1． 歳入のうち、第１７款寄附金１００千円を減ずる。
2． 歳入のうち、第１９款繰越金を１００千円増額する。

　動議提出の趣旨
　過日の各派役員会で、議会事務局長から議案第３０号「平成２３年度武豊町一般会計補正予算（第１号）」の内容説明を受けた際、将に「開いた口が塞がらない」とはこういうことを指して言う故事だと思いました。
　町民から寄せられた寄附金１００千円は有難く頂戴し、先に要請に応じて拠出した防災備蓄品の凡そ半分に相当する物品の補充に充てるとのことであります。
　町当局は、一体、自らの役割と責務をどう考えているのか、と問いたい。住民には、義援金や支援物資の拠出を要請しておきながら、自らは備蓄品の拠出に留め、しかもその補充には町民からの寄附金を充てる。その他にも、自ら１０００千円ほどを計上しているとはいえ、余りにも姑息な態度と言わなければなりません。
　町民からの寄附金は、義援金として、直接、被災地へ贈る措置を採るとともに、防災備蓄品の補充は町独自の予算で措置することは、余りにも当然のことではないのか。町民の善意を無駄にし、逆撫でするような今回の提案は、キッパリと返上し、動議のとおり組み替えることを強く求めたい。
　いま、東日本大震災の被災地では、被災者も関係自治体も、想像を絶する困難の中で復旧・復興のために必死に頑張っている姿は、毎日の新聞・テレビで報道されているとおりであります。
　そして、多くの国民が我が事のように思って義援金を寄せ、支援物資の拠出要請に応じています。

　去る３月１８日、私ども日本共産党町議団は、籾山芳輝町長及び当時の小山茂三議長宛に「東日本大震災に対する義援金拠出の緊急要請」を申し入れました。

申し入れ書では、「未曾有の災害をもたらしている東日本大震災の復興には、数十兆円規模の財源が必要と言われています。既に、多くの住民のみなさんが東日本大震災の救援のために、積極的に募金の呼びかけに応じています。過日の町長諸般報告では、平成２２年度武豊町一般会計決算見込で、約４億円の実質収支額（黒字）が計上されると述べられました。罹災者及び被災自治体への救援のため、実質収支額の一部を義援金として拠出するために、開会中の平成２３年第１回定例会に、少なくとも１０００万円を超す補正予算を提出するよう、強く要請いたします。」と述べています。
　愛知県内においても、瀬戸市や長久手町がそれぞれ１０００万円の義援金を、また、名古屋市は被災３県に電気自動車など希望する支援品、各１億円相当を贈っていることは、ご案内のとおりであります。
　町民からの寄附金は一旦保管し、近く開催予定の６月定例議会等において、町独自の義援金拠出とともに「少なくとも１０００万円を超す補正予算」を提出し、被災地へ贈ることを改めて要請したい。
　議員各位の被災地支援の想いを形に表すためにも、また、何よりも町民の方の善意を真に活かすためにも、議案第３０号「平成２３年度武豊町一般会計補正予算（第１号）」の一部を組み替えることにご賛意賜りますようお願いして、動議提出の趣旨説明といたします。
